
１ 体力の意義と求められる体力

体を動かすことによって得られる体力は、人間活動の源で
あり、病気への抵抗力を高めることなどによる健康の維持
のほか、意欲や気力の充実に大きくかかわっており、人間
の発達・成長を支える基本的な要素である。また、より豊
かで充実した人生を送るためにも必要な要素である。

運動をするための体力 健康に生活するための体力

・ 「体力・運動能力調査」の平均値を低下傾向から上昇傾向に
転じ、これまでの最高値を超えることが当面の目標
・ 体力が平均値より低い子どもたちの改善を図ることがより重要

調整力、瞬発力、持久力など
を要素とする運動をするための
基礎となる身体的能力のこと

体の健康を維持し、病気になら
ないようにするための体力のこと

運動する機会が少ない子どもに運動の機会を提供す
ることで、体力・運動能力を高めていくことに留意

教科体育 教育活動全体 家庭・地域

体力向上＋運動の日常化

体力向上プラン



２ 体力向上マネジメントサイクル

体力向上マネジメントサイクルにおいて特に重要なところは、「体力・運動能力調査結

果」を分析するときに、「前年度の具体的な目標の達成状況」と「総合評価 D・E の児童

生徒の変容」がどのような結果になったかというところです。目標が達成されていなかっ

たり、総合評価 D・E の児童生徒の変容がなかったりした場合は、体力向上プラン策定に

おいて、目標の見直しや具体的な取組の改善を図る必要があります。

また、体力向上に学校全体で取り組んでいくためには、体力向上プランが作成者や体育

主任、保健体育科の職員だけに留まることなく、全職員の共通理解と共通実践が大切です。

○ 前年度の具体的な目標の達成状況
○ 県平均との比較
○ 総合評価D・Eの児童生徒の変容
○ 本県の課題である握力・ボール投げの実態
○ 児童生徒の学校、家庭、地域等における運
動・スポーツに関する活動の状況 等

体力・運動能力調査結果分析9月

9～10月 体力向上プラン策定

○ 具体的な数値目標
○ 総合評価D・Eの児童生徒への目標
○ 目標達成のための具体的な取組
・ 教科体育において
・ 体育学習以外の学校教育活動全体を通して
・ 家庭や地域等との連携を通して

11～翌年10月

体力・運動能力調査

○ 具体的な取組の実践
○ （必要があれば）具体的な取組の改善
○ 総合評価D・Eの児童生徒への手立て

5～7月

実 践



３ 体力・運動能力調査の活用方法
表1 新体力テスト項目と評価内容の対応関係

新体力テスト８項目の運動特性（動き

の特性）は、「すばやさ」、「動きを持続

する能力（ねばり強さ）」、「タイミング 表2 新体力テストが測定する運動特性(小学校)

の良さ」、「力強さ」、「体の柔らかさ｣

の５つに整理することができます。表

１は新体力テストのテスト項目と、運

動能力評価、体力評価、運動特性のそ

れぞれの対応関係を示しています。こ

の表から、新体力テスト８項目が測定

する体力・運動能力と運動特性を総合

して理解することができます。また、

表１に示すテスト項目と運動特性の関

連について、運動の特性のまとまりご

とに示したのが表２です。

さらに表３は、学習指導要領における体育及び保健体育の運動の領域と新体力テスト項

目の運動特性との関連を示しています。授業における指導の中で、運動の特性を理解した

上で工夫することが望まれます。

表 3 学習指導要領における運動の領域と新体力テスト項目の運動特性との関連

～平成１４年中央教育審議会答申「資料」から～

～平成１４年中央教育審議会答申「資料」から～

～平成１４年中央教育審議会答申「資料」から～



４ 多様な動きをつくる運動（遊び）
多様な動きをつくる運動（遊び）は、体ほぐしの運動とともに小学校低学年・中学年の

体つくり運動の内容を構成し、楽しく運動（遊び）をしながら体の基本的な動きを総合的

に身に付けていくことを目指しています。他の領域では扱われにくい様々な動きを培い、

結果的に体力の向上につなげていくとともに、力いっぱい体を動かすことによって運動好

きにしていくことがねらいです。

小学校低学年の「多様な動きをつくる運動遊び」では、様々な楽しい運動遊びをしなが

ら広く体の基本的な動きを身に付けていくこと、小学校中学年の「多様な動きをつくる運

動」では、低学年の運動遊びで身に付けた動きに新たな動きを取り入れてさらに動きを広

げたり、２つ以上の基本的な動きを組み合わせてやや複雑な難しい動きを経験することで

動きを高めたりすることを目指します。

多様な動きをつくる運動(遊び)は、小学校高学年、中学校、高等学校においても、体つ

くり運動や準備運動、補助運動等で活用できます。

「多様な動きをつくる運動（遊び）パンフレット 文部科学省」から抜粋

体のバランスをとる運動(遊び)

小学１・２年 小学３・４年

・回る、寝ころぶ、起きるなどの動き、座 ・回る、寝ころぶ、起きるなどの動き、座

る、立つなどの動き、バランスを保つ動 る、立つ、渡るなどの動き、バランスを

きで構成される運動遊び 保つ動きで構成される運動



体を移動する運動(遊び)

小学１・２年 小学３・４年

・這う、歩くなどの動き、跳ぶ、はねるな ・這う、歩くなどの動き、跳ぶ、はねる、

どの動きで構成される運動遊び 登る、下りるなどの動きで構成される運

・一定の速さでのかけ足 動遊び

・一定の速さでのかけ足



用具を操作する運動(遊び)

小学１・２年 小学３・４年

・用具をつかむ、持つ、降ろす、回す、転 ・用具をつかむ、持つ、降ろす、回す、転

がす、くぐる、運ぶ、投げる、捕る、跳 がす、くぐる、運ぶ、投げる、捕る、跳

ぶなどの動き、用具に乗るなどの動きで ぶなどの動き、用具に乗るなどの動きで

構成される運動遊び 構成される運動



力試しの運動(遊び)

小学１・２年 小学３・４年

・人を押す、引く動きや力比べをする動き、 ・人を押す、引く動きや力比べをする動き、

人を運ぶ、支える動きなどで構成される 人を運ぶ、支える動きなどで構成される

運動遊び 運動

基本的な動きを組み合わせる運動

小学３・４年

・バランスをとりながら移動する、用具を操作しながら移動するなどの動きで構成され

る運動



５ 宮崎県の体力向上の課題
「体力・運動能力調査」の

結果から見えてくる本県の課

題として、握力、ボール投げ

が挙げられます。

握力は、高校の女子を除い

て低下傾向にあります。悉皆

調査開始の平成１６年度から

低下に歯止めがかからない状

況です。今年度においても、

男女別学年別２４項目中１４

項目において過去最低記録で

した。

また、ボール投げは、高校は横ばいですが、小学校、中学校は平成２１年度以降、低下

傾向にあります。

また、総合評価 D・E の児童生

徒の状況は、小学生男子、高校生

において緩やかな増加傾向にあ

り、「体力・運動の二極化」が進

んでいます。原因としては、ただ

単に運動が苦手というのではな

く、運動する機会が少なかったり、

運動が嫌いであったりすることが

考えられます。

体力向上プラン策定の時には、

D・ E の児童生徒への具体的な手

立て、本県の課題である握力・ボ

ール投げを含め、課題となってい

る項目を高めるための具体的な手

立てを計画しなければなりませ

ん。

そこで、今回の事例集では、総

合評価 D・E の児童生徒への対応

の実践事例、握力、ボール投げを

伸ばすための実践事例を紹介しま

す。


